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（論文内容の要旨） 
 
〈研究目的と意義〉 
 現在の日本美術史研究は、その手段を文献史料の解析に拠るところが大きい。史料の少ないもの、作
品の実物が現存しない作品については仮説を実証することが難しく、言及する研究は少ない。本研究は
その限界を打開する為に、日本画制作の技術を活かし、実技的見地からの作品研究を試みるものである。 
 
 本研究の目的は、「源誓上人絵伝」に見る絵画的な問題点を指摘し、二幅しか現存しない絵伝が本来は
三幅構成であった可能性を提示した上で、想定される一幅を実際に制作し、視覚的に検証することであ
る。またその過程で、想定制作を通さなければ得られない実技的な知見、特に作品の構図や配色に関す
る「作画」の技法と、中世掛幅縁起絵に特有の表現技法について明らかにする。絵画表現の分析から絵
伝の制作目的と特殊性について示唆し、絵伝の制作背景や美術史的価値についても改めて検討する。 
 想定本の図像はゼロの状態から筆者が制作する。明確な根拠に基づく「研究」の要素と絵画を制作す
るという「創作」の要素を併せ持つ、画期的な研究手法である。実技系の作品研究は従来、模写を通し
た材料・技法研究や再現研究が主なものであったが、本研究においては更に「創造性」を加えた新たな
実技研究の可能性をも示すことができると考える。 
 
〈研究概要〉 
 東京芸術大学所蔵「観音堂縁起絵」とシアトル美術館所蔵「薬師堂縁起絵」は、元来甲斐万福寺に所
蔵されていた「源誓上人絵伝」二幅であると考えられているが、基となるテキストや同じ源誓上人の行
状を描いた絵巻・絵伝等の類似作品が見つかっておらず、一幅が海外にあることも影響して美術史的な
研究が頓挫した状態である。筆者は修士課程において芸大本の現状模写を制作し、続いてシアトル本の
調査、現状模写を行ったが、その過程において、本絵伝は構図や配色の面から二幅で完結する絵伝とは
見にくいという印象を持った。 
 また、この着想を起点として「源誓上人絵伝」について再度美術史的な研究を進めたところ、本絵伝
にはシアトル本に源誓の伝記が、芸大本に源誓の師である源海と、兄弟子である了海の伝記が描かれて
いる可能性があり、中世の関東初期真宗において大きな勢力を誇った源海門流特有の信仰と祖師崇拝が
現れていることがわかった。しかし、そう仮定すると描かれて然るべき源海・了海の伝記の内容がやや
不足し、二幅では縁起絵として不十分であることが指摘できた。 
 これら構図と主題の問題から、「源誓上人絵伝」は現存しない第一幅を含む三幅構成の掛幅縁起絵であ
った可能性が高いと考えられる。 
 本研究で仮定するように「源誓上人絵伝」二幅の右端に現存しない第一幅目が入ると、画面空間は飛
躍的に広がり、芸大本の中心に描かれる華やかな祭礼の図がより一層引き立つことが予想される。同時
に、甲斐門徒の法脈の主張と新しい信仰の絵画化という、絵伝の制作目的をより明確に示す全体像とな
ると考えられる。絵画作品としても既存の構図にとらわれない自由な創造性と、形式化の少ないすぐれ
た大和絵技法や時空間表現が見られ、制作にかける意欲が感じられる。まさに類例のない、甲斐門徒独
自の祖師絵伝であり、その美術史的価値、中でも「作画の独創性」が再評価されるべきであると結論づ
ける。 
 
〈研究成果と今後の展望〉 
（作品研究の手法としての想定制作） 
 本研究では美術史的研究が頓挫していた「源誓上人絵伝」について、構図と配色の問題を指摘し、登
場人物や制作目的など、絵伝の従来までの内容解釈に疑問を呈した。これらの仮説は史料による裏づけ
が十分とは言えず、美術史研究における問題として扱うことは難しかったが、本研究では表現技法の分
析や同時代の関連作品の徹底的な構図研究を行うことで、この問題提起の根拠を補った。想定制作とい
う実技的手法で検証を行い、最終的には三幅構成であった場合の画面空間の広がりと、三幅本であれば
絵伝の制作目的である甲斐門徒の法脈の主張をより効果的に実現し得たであろうという結論を視覚的に
示すことができた。 
 美術作品研究において、このような手法はより多角的な問題提起と解決の可能性を秘めており、実技
分野と美術史等の学問的分野が相互に協力することで今後の研究の更なる発展が期待できる。 
 
（文化財保存への活用） 
 現存しない絵画作品について、具体的な図像情報が無い状態から想定再現制作を行ったことは、本研
究の独自性・新規性であると同時に文化財保存の観点からも意義深いものであった。中世掛幅縁起絵に
は内容や図像の踏襲が見られ、現存する作品の画風やモチーフの形態、絵具、筆致の特徴、彩色技法な
どについて細かく見ることで、その縁起絵が属する宗派、画師集団の系統、粉本として参考とされた先
行作品などがある程度わかる場合がある。これにより、本研究の想定本も元の図像が全く無い状態から、
違和感なく既存の二幅に接続する図像を作ることができた。この図像想定の為に行った作品分析と、構
図配色を推定し作画する手法は、大きな欠損がある、或いは失われた幅がある掛幅縁起絵の復元に大変
有用なものであるといえ、こうした図像想定の事例は、今後多くの作品の復元研究や展示公開に役立つ
ものと考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、かつて山梨県勝沼町に所在する浄土真宗本願寺派の万福寺に「源誓上人絵伝」二幅として
伝来し、現在、東京藝術大学所蔵の「観音堂縁起絵」とシアトル美術館所蔵の「薬師堂縁起絵」と呼ば
れ、分蔵されている南北朝時代（14世紀）に制作された絵伝（縁起絵）について、文献資料にもとづき
絵解きすることによって、芸大本（「観音堂縁起絵」）には源誓上人の師である源海と兄弟子である了海
の伝記が描かれ、シアトル美術館本（「薬師堂縁起絵」）には源誓の伝記が描かれている可能性を指摘し
た上で、なお二幅だけでは描かれてしかるべき源海・了海の伝記の内容がやや不足し、また掛幅として
並べた場合、構図の上からも纏まりがないところから当初は現存しない第１幅（「太子堂縁起絵」）を含
む三幅構成の掛幅縁起絵であった可能性が高いと考え、第１幅の想定本を制作するにあたり、その過程
を綿密に考証し、論述したものである。 
 本論文の構成は、序論・研究目的、第１章「源誓上人絵伝」二幅の現状調査と現状模写制作、第２章
「源誓上人絵伝」についての美術史的研究、第３章・中世掛幅縁起絵の作画技法研究、第４章・想定本
の図像制作、第５章・想定本の制作、結論からなり、Ａ４のペーパーで130頁に及ぶ労作である。 
 本論文は想定本に描かれているべきテーマを源海と了海の伝記から選択、考証し、構図をはじめ図様
や彩色など芸大本とシアトル美術館本と調和を取りながら想定本を制作する過程が詳細に論述され、き
わめて創見に富み、高く評価される。 
 なお、附記すべきは論文とともに想定本は、実技本の作品研究に新たに創造性を加えた点で評価され
るばかりでなく、美術史研究や仏教史なかんずく真宗史研究に視覚的な資料を提供することで学際研究
に益するところ大なるものがある。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 本作品は芸大本「観音堂縁起絵」と、その双幅といわれてきたシアトル美術館本「薬師堂縁起絵」の
二幅の現状模写、ならびに本来あったであろう三幅目の存在の可能性を提示し、想定される一幅を確固
たる裏付けのもとに描いている。 
 まず研究対象作品であるシアトル美術館本「薬師堂縁起絵」は言うまでもなくシアトルにあり、本研
究に際し何度も現地に赴き、調査作業、原本を横に置いて模写する臨写作業等を行っている。芸大本「観
音堂縁起絵」については修士課程において現状模写を実施している。この二幅の現状模写を実際に行っ
た上で、制作を通さなければ得られない知見、特に作品の構図、配色に関する作画技法の中から、二幅
では絵伝として不十分な点を指摘した。更なる表現技法の分析や同時代の関連作品の徹底的な構図研究
を行い、想定本の図様内容を検討し、時代・地域に相応しい人物・建物・動植物・自然景観を描き、二
幅同様に軸装に仕立てた。博士審査展では芸大本を真中に据え、左にシアトル本、右に想定本を配し、
三幅構成であった場合の空間の広がり、芸大本の灯籠と慶賛法要を中心とする左右対称の構図が見事に
表現された。また三幅であれば絵伝の制作目的である甲斐門徒の法脈の主張をより効果的に実現しえた
であろうという結論を視覚的に提示することに成功した。 
 現存しない絵画作品について、具体的図像情報がない状態からの想定再現制作を行った試みは、かつ
てなかったことであり、美術史的観点のみならず文化財保存の観点からも非常に意義深いといえる。本
作品は学部時に美術史学を専攻し、修士課程において古典絵画技術を習得した鴈野さんでなければ制作
し得ないものといえ、「文献資料に頼りがちな美術史」に疑問を呈し、その問題を解決すべく果敢に取り
組んできた研究成果として高く評価されるものである。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 過去における美術史の研究は、資料が少ないものは敬遠されがちであり、特に作品が存在しないもの
においては、ほとんど研究されないままできた。本研究において、敢えて今まで研究されてこなかった
分野の研究に取り組んだことは、画期的であり特出すべきことである。 
 甲斐万福寺旧蔵「源誓上人絵伝」は一幅が東京藝術大学に、もう一幅がシアトル美術館に所蔵されて
いる。現存する二幅の絵伝の現状模写を行うことにより、本絵伝は構図や配色の面から二幅で完結する
とは考えがたいという結論に達した。そこで、この絵伝は元来三幅構成であった可能性を示唆し、想定
本の再現制作を試みる研究をおこなった。 
 当然ながら現存しないため、その構図や配色に関する作画の技法等が一切不明である。そのため、本 
 研究に当たり膨大なる資料収集やサンプル作りに励んだ。その結果、中世掛幅縁起絵は内容や図像に特
有の踏襲が見られること、現存する作品に画風や形態筆致等に特徴が見られること、縁起絵としての宗
派、絵師の系統、粉本、美術史等を加味しながら、幾度となく図像の再現作業を繰り返した。作家とし
ての創作の要素と藝大本・シアトル美術館本の模写の要素と、明確な根拠に基づく研究の要素を複合す
ることにより、既存の二幅に違和感なく繋がる作品の制作に成功した。その経緯も論文として的確にま
とめ上げ作品論文共に優れたものに仕上がった。本研究の結果、創作的分野と学術的分野が融合するこ
とにより、今までには想像もできなかった新しい分野の研究が進むことが期待できる。しかしながらこ
の分野における研究は、かなり高度な能力が必要とされる。今回の研究成果は過去に類をみない新しい
研究分野の門戸を開いたものであり、研究としてはトップクラスの評価を与えるものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
